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   A total of 10 patients, who complained of colic pain due to urolithiasis, renal bleeding or 
urethral cancer, was given intramuscular injection of one or two amples of  "Bentyl"-1 ample 
contains 20 mg of Dicyclomine hydrochloride as 2 ml solution. The treatment was markedly 
effective in 4 cases, effective in 4 cases and ineffective in 2 cases. As side effects, local pain 























今 回われわれ は塩野義製薬株式会社 の依頼 に
より,ベ ンチルを主成分 としたベ ンチル注を主
として尿路結石症 に伴 う疹痛 に対 して使 用 し,
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検査所見=尿.蛋 自(+),赤 血球(紐),白 血球
(+)単 純 レ線撮影で右第1～2腰 椎の高さに結石
ユ個あ り,IVPで右腎は中等度の水腎症を呈す.
治療経過:初 診の翌日右下腹部に癌痛発作を来して
















































































































































































喉 頭 部 軽
























腹部痛3例,血 尿4例,尿 閉1例 であったが,
ベンチル使用時にはもちろん各症例共に痛痛な
いし強い鈍痛を有 していた.そ の自発痛の性質
は初回のもの2例,2回 目のもの1例,数 圓 目

















同量を追加 し都合2回 投与 した ものが3例 であ







もの2例,10分後にほ とんど消失 した もの1例,
軽減 したもの1例,15分後に完全に疹痛が消失
したもの1例,軽 減 したもの1例 である.30分
を経た後 も効果の発現をみなかったものは4例
で,そ のうち3例 に第2回 目の筋注投与をした
ところ,10分後に軽減 したもの1例,20分後に
軽減 した もの1例,無 効のもの1例 であった.
効果の持続時間は,1時 間3例,2時 間1例,
3時間以上4例 であった.つ いで効果発現まで
の時間 と持続時間 との関係をうると,表2に 示
す通 りである.5分 以内で著効を示 した2例 中
表2効 果発現時間と持続時間との関係
1例は1時 間,1例 は3時 間以上その効果が持
続し,10分後に有効を示した3例 中1例 は1時





















有効4例,無 効2例 の結果を得た.副作用 とし
ては1例 に注射局部痛,1例 に喉頭部熱感の訴
えが認められたのみであった.
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